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市民の皆様

　今回号から「農業委員会だより」を全戸にお届けさせていただくことになりました。
　農業の抱えている課題は多岐にわたっておりますが、農業者だけでは解決できません。
　「長野市農業振興条例」( 平成 27 年 1 月 1 日 ) 制定の理念に基づき、全市民の皆様方に協力をいただ
きながら、農業を守り育て発展させていきたいと考えております。
　今後とも農地を大切にし、安全・安心な農産物の生産に農業者一丸となって取り組みますので、農業並
びに農業委員会活動へのご支援よろしくお願い申し上げます。
 長野市農業委員会　会長　小山　英壽

　農地についての手続きはご存知ですか?

　農地を活かしましょう！ 農地を農業の担い手に集積・集約しましょう！

 貸したい・売りたい

 相続した

 ご協力をお願いします

 必ずご回答ください

 お貸しください

 住宅を建てたい・駐車場にしたい

農地パトロール

貸借・所有権移転

転用

相続等

遊休農地利用意向調査

農地を貸したい方・売りたい方 

◦農地の貸借や売買等については許可が必要です。許可要件がありますので、事前にご相談ください。

◦相続、遺産分割などにより農地を取得した方は、届出をしてください。

◦ 8 月から 11 月の間に、農地の利用状況を調査します。農業委員等が農地に立ち入る場合がありますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◦農地パトロールの結果、遊休農地と見受けられる農地の所有者に利用
意向調査を実施します。必ずご回答ください。

　遊休農地の状況が継続される場合には、固定資産税が増額される場合
があります。

◦貸借　　　　一般社団法人　長野市農業公社　　　　　　　　   ☎ 026-227-1650
◦売買・貸借　公益財団法人　長野県農業開発公社（長野事業所）☎ 026-233-5151

◦農地を転用する場合は県知事の許可を得る必要があります。転用許可基準やその他の法令との調整があり
ますので、事前にご相談ください。

　なお、市街化区域内の農地の転用については、届出が必要となります。

『長野市農委』
で検索

ホームページ



夏の食欲のない時にどうぞ !!
お好みで、南蛮など辛いものを
混ぜても美味しいです。
暑い夏、ご飯がすすみますよ !
� 久保田　冷子（農業委員）

◆材料（3 ～ 4 人分）

◦ナス…………１本　　◦ミョウガ…………2 個
◦キュウリ……1/2 本　◦大根の味噌漬け…20g
◦ピーマン……１個

◆作り方

①ナスは細かい角切りにし、5分程度水に浸してあく抜きをし、水を切る。キュ
ウリ、ピーマン、ミョウガ、大根の味噌漬けは、みじん切りにする。

②ボウルに①を全て入れ、まんべんなく混ぜる。これを「やたら」と言います。
③茶碗に盛ったご飯の上にお好みの量の「やたら」をのせてお召し上がりく

ださい。

①農地法及び農業経営基盤強化促進法などの法律に基づき、農地の売買や貸借、転用などについて公正
な審査を行います。

②農地等の利用の最適化の推進を図ります。
　（担い手への農地集積・集約、耕作放棄地の発生防止・解消、農業の新規参入の促進）
③農業経営や農業者年金などの相談、農業についての調査や情報の発信を行います。

《農業委員》 《農地利用最適化推進委員》新設

１任　　期 ３年（平成 29 年３月２日～） ３年（平成 29 年３月２日～）

２定 数 等
25 人（経過措置期間１名増含む）
農業に関する識見を有し、委員会の職務を
適切に行える方

42 人
農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見
を有する方

３業務内容
農地法に基づく許可等の審議及び農地利用
の最適化に向けた指針や計画の作成、現地
確認・指導等を行います。

地域における農地利用の最適化に向けた現
場活動等を行います。

４報　　酬 44,000 円（月額）（役員別途） 44,000 円（月額）

農業委員会の主な業務

次期『農業委員』と『農地利用最適化推進委員』
（受付期間 8 月 1 日～ 8 月 31 日）

農業団体・議会

農業委員 農地利用最適化推進委員

地域の農業者や農業団体

《これまでの選出方法》《改正後》

農 業 委 員

農業者

推薦

市長選挙

委嘱任命
同意

選任委員選挙委員

推薦・公募 選任

「農業委員会等に関する法律」が改正されました。（平成 28 年 4 月１日施行）選出方法が変わります。

おすすめの一品

募集の詳細及び公募、推薦に係る書式は、農業委員会のホームページでご案内します。

＊「農業委員会法等に関する法律」が改正されたことに伴い、
　「農地利用最適化推進委員」が新設されました。

味噌漬けのやたら（北信濃の郷土食）

公募・推薦

議会

暑い夏に
どうぞ

市長 農業委員会



長野市農業公社の事業紹介 

「農作業お手伝いさん」の仲間になってみませんか？

「農作業お手伝いさん」　農作業を通じて生きがいづくり

　一般社団法人長野市農業公社には、農家の忙しい時期に農作業のお手伝いをする「農作業お手伝いさん」
事業があります。
　平成 19 年からスタートしたこの事業も今年で 10 年目となり、農業者の高齢化や担い手不足によりここ数
年は利用農家数も 400 戸を超えています。
　お手伝いさんの主な仕事としては、りんご、ぶどう、桃、あんず等の果樹作業が多く、機械化が難しく「人
の手」を必要とする作業に約 190 人の方々が励んでいます。

　市民菜園と市民農園（通称：サラダパーク）は、市民の皆さんにレクリエーションとして農作物の栽培を
楽しむことで、土に親しむと共に農業への理解を深めていただき、併せて菜園・農園の利用者の皆さんのふ
れあいの機会を作っていただく事を目的としています。
　また、市民菜園の開設は、耕作しなくなった農地を荒廃させずに畑として維持していくという目的もあり
ます。

市民農園利用者の募集は、広報ながの 2 月号、市民菜園は広報ながの 4 月号に掲載しています。

詳細は次のとおりです

・市民菜園：市内 91 箇所、1,287 区画
　　　　　　年間利用料：約 20 坪 =4,000 円、約 15 坪 =3,000 円、約 10 坪 =2,000 円
・市民農園：市内７箇所、365 区画
　　　　　　年間利用料：蚊里田・小森・松代 =92 円／㎡、青池・安庭 =61 円／㎡、
　　　　　　戸隠 =51 円／㎡、大岡中ノ在家クラインガルテン = 要照会

農家さん
　わが家は私一人で農作業をしていたため、はかどりませんでした。お手伝いさんに来ていただいて、大
変助かっています。

お手伝いさん
　一緒に働いている方々にもいろいろ教えてもらったりして、仲間づくりができ、農作業の楽しさも少し
ずつわかるようになりました。私たちも農家のお役に立っているという実感が年々出てきて、少し嬉しさ
も感じるようになりました。

－農作業お手伝いさん募集－
　農業に興味があり、屋外での仕事が好きな方、「長野の農業を支
えるぞっ ! 」という意欲をお持ちの方で、週に４日以上のお手伝い
ができる方の応募をお待ちしています。
　詳しくは下記 Web、または長野市農業公社へお電話を！
　URL:http://www.nagano-agri.org/　☎ 026-227-1650
　※時給、申込み方法等は、「広報ながの 8 月号」くらしの
　　チャンネルをご覧ください。

嬉しい声が届いています♪

市民菜園とサラダパーク

お手伝いさんへの
期待も高まって
います！



長野市の農業
　長野市の農業は、千曲川沿岸の肥沃な平坦地から標高 1,000 ｍの高冷地に及ぶ広大な耕地を生かし、特色
のある農産物を生産しています。特に、りんご、桃をはじめとした果実は、生産量も多く消費者から愛され
る地域ブランドになっているほか、野菜やきのこなどの園芸作物を中心に、大都市圏の農産物供給基地とし
ての役割を果たしています。

　戸隠の気候は、良質なソバを栽培するには
最高の条件であり、この地域で採れるソバで
作った戸隠そばは、日本三大そばの一つとさ
れ、全国的にも有名です。

　信州新町は昭和初期から「羊のまち」として知られ、昭和 57
年に肉用めん羊（サフォーク種）を導入し、現在約 500 頭が飼
育されています。地区ではめん羊による農業と観光の連携を進
めており、活力あるまちづくりを目指しています。

寒暖の差と日照時間の長さを活かした
　　　　　　　　　　果樹栽培が盛んです

◦りんごの収穫量　全国２位、県内１位
◦桃の収穫量　　　全国８位、県内１位

地産地消の取組みが盛んです
◦直売所の数 78ヵ所（全国トップクラス）
◦学校給食で使用する米　北信産 100％
◦学校給食で使用する野菜・果物
　61品物のうち 27品物が　県内産 50％超

＜長野市の農業の特徴＞

＜地域農業の担い手の育成＞

戸隠のソバ生産

信州新町のめん羊飼育

農業に関する問い合わせ先 : 長野市農林部農業政策課　☎ 026-224-5037・7274

新規就農の促進
　新たな農業の担い手の確保及び育成を
促進し農業の振興を図るため、新規就農
者に対して、研修費・営農資金の助成等
を行っています。

（仮称）長野市農業研修センター
　定年帰農者など多様な人材を農業の新たな担い手として
育成するため、「（仮称）長野市農業研修センター」を松代
町東寺尾地区に設置する準備を進めています。
　平成 29 年４月オープン予定です。


